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１．研究計画の概要 
本研究では、代表者らがこれまで行ってきた、
数式を含む文書認識システムの実用化を目
指して研究を更に進め、高い水準の科学技術
文書電子化システムの実現を目指して研究
を進める。具体的には、(1)複数の文字認識手
法を組み合わせて Voting を行うことによる、
個別文字・記号認識率の向上、(2)数式中の接
触文字や分離文字に対応できる数式構造解
析手法の研究、(3)認識実行時に数式を記述す
るパラメータを自動取得し、文書適応型の構
造解析手法の導入、(4)数学文書のためのレイ
アウト解析と文書論理構造解析、表認識の精
度向上のための研究を行う。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 認識精度を向上するために大規模な正解
付き文字・数式画像データベースを構築し公
開した (http://www.inftyproject.org/). 公開
以来内外の研究者により今日まで途切れる
ことなく毎週のようににダウンロードされ
ている。そのデー手ベース上でSVMを用いた
数学記号の詳細識別プログラムを開発した。
また、動的計画法を用いて複数のＯＣＲエン
ジンを組み合わせる手法を導入し、現在はそ
れを数式のような２次元構造認識に拡張中
である。 
(2) 数式認識や文書論理構造解析に置いては
文字の大きさや位置関係が重要であり、使用
されているフォントや印刷スタイルによる
影響は不可避である。そのため、認識対象と
するドキュメントから自動的に各種のパラ
メータを取得し、文字認識や文書論理構造の
精度を向上させる適応型の認識手法を開発
した、実際に数学の論文誌やシリーズの書籍

などの認識で大きな効果が得られることを
確認した。 
(3) 通常のテキスト認識では言語情報を用い
ることにより認識率を向上させる手法が有
効であるが、数式認識には言語情報は利用で
きない。そのため、認識を評価する手法とし
て、数式生成文法よる数式の「妥当性」を評
価する仕組みの研究を進めた。この研究は一
定の効果は確認できているものの、未だ研究
途上の段階と言える。 
 
３．現在までの達成度 
大旨順調に進展している。 
[理由] 当初計画していた主要な研究課題に
ついてそれぞれ成果が得られている。また、
研究成果はすべてプログラム実装も行って
おり、公開中の数式認識ソフトウェアに組み
込み可能、または組み込み可能な形で成果が
得られている。適応型認識については、実際
の数学論文誌遡及電子化で有効性が確認さ
れ成果が生かされている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
特に適応型認識において、論文誌のように均
質性のある大量文書の場合には非常に大き
な成果が上げられることが確認できている
が、セミナー報告集などの多様な印刷スタイ
ルの論文などが混在する場合には、まだ課題
が多い。今後は数頁～数十頁単位の文書に対
する適応型認識手法の開発に重点を置いて
研究を進める。また、数式の生成文法を用い
た「数式の妥当性」評価に慣用的構文や隣接
記号出現頻度などの統計的データを組み込
んだ評価法を導入する予定である。 
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５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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